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学位論文内容の要旨

  本論文は、オスマン朝がア少バニアにおいて作成した課税調査（夕フリール）台帳の再検討を

通して、オスマン朝初期の課税調査台帳（夕フリール・デフテリ）とティマール制のあり方、そ

し て 同 制 度 に 基 づ く オ ス マ ン 朝 の 地 方 支 配 体 制 を 再 考 す る 試 み で あ る 。

  第1章では15世紀のアルバニア中部と南部におけるオスマン朝の征服活動について概観する

とともに、テイマール制、課税調査、課税調査台帳の研究史を踏まえ、課税調査台帳に基づくこ

の地域のテイマール制研究の課題と必要性を説いた。オスマン朝は、征服地をおいて課税調査と

呼ばれる人口、産物、慣習、法律についての調査をおこなぃ、それに基づき課税調査台帳を作成

した。課税調査台帳は、納税者の名前と税額の詳細を記録した明細帳と、知行の分配のみを記録

した簡易帳とに大きく分類される。知行は、特定の町や村落の財源に由来する徴税権の集合体で

あり、主に地方に居住する軍人に俸給として支給されていた。この知行支給に基づく俸給制度を

「テイマール制」とぃう。テイマール制は、バルカンとアナト1Jアを中心とした地域で施行され

ており、15―16世紀のオスマン朝の地方支配と軍事カを支えており、課税調査と課税調査台帳は、

テイマール制を適用、維持する上で不可欠な役割を果たしていた。現存する最も古いオスマン朝

の課税調査台帳は、1431―32年に作成されたアルバニアの中部と南部を扱った2冊の簡易帳であり、

これらが本稿の基本史料となる。ひとっはアルヴァニド・サンジャクと呼ばれる行政区を扱った

TTIM台帳であり、もうひとっはアルヴァニド・サンジャクに隣接する地域を扱ったMAD231台

帳である。

  第2章では、課税調査台帳の作成経緯について、16世紀初頭の課税調査台帳とべイレルベイリ

ク簡易会計台帳との比較に基づき検証を加えた。本章は本稿が対象とする時代から外れるが、こ

こで扱う史料から判明することは、課税調査と課税調査台帳作成の実態に深く関係するものであ

る。まず、これまで年代不明であるため研究者に注目されていなかった、イスタンブルの首相府

オスマン文書館所蔵のTT1078台帳とMAD22755台帳を検討した。その結果、これらの史料は、

アルバニア南部に存在した「アヴロンヤ・サンジャク」と呼ばれる行政区を扱い、同行政区につ

いて作成された簡易帳(TT94)と明細帳(TT99)とほば同時期の1520年代に作成され、しかも

1520年代にバルカンとアナトリアの支配地域のほば全域を記録したべイレルベイリク簡易会計台

帳のうち、バルカン西部を記録した台帳から脱落したものであることを明らかにした。さらにこ

れら4史料間の比較、検討を通じて、ベイレルベイリク簡易会計台帳は、課税調査台帳とはその

作成目的が異なる史料であることを確認するともに、簡易帳とべイレルベイリク簡易会計台帳に

は、明細帳にはなぃ独自の情報が見出されたため、従来の課税調査台帳研究で広く受け容れられ

ていた、明細帳から簡易帳が作成されたとする理解について再検討すべきことを指摘した。
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  第3章では、TTIM台帳とMAD231台帳、そして年代不明であるため今まで研究に利用されて

こなかった、首相府オスマン文書館所蔵のアルバニア中部と南部を扱った明細帳(MAD57)を用

いて、知行支給手続き、特に知行支給時に発給された文書とその発給者について考察した。その

際、3史料における課税調査台帳の書式、知行発給手続きとそれに伴い発行された文書類の名称

や発行者、君主称号、といった情報に着目、分析した。その結果、MAD57台帳が1454-55年前後

の課税調査に基づき、いわばTTIMとMAD231の両台帳の情報を引き継ぐ形で作成されたことを

明らかにするとともに、それに先立っ1431-32年の課税調査時に知行保持者が課税調査官に提示

した文書には、死亡した君主が発給した認可状が多数見られたが、15世紀中葉にはそのような事

例は皆無となり、発給者および発給される文書も特定の種類と君主に限定されることを論じた。

さらに文書で使用される君主の称号は「ス´レターン（権力者）」ではなく「パーディシャー（帝王）」

が用いられるなど、明確な相違が生じている。このような相違は、当時のオスマン朝において君

主権カが強化されていくとともに、知行とその保持者への統制が強化されていくとぃう大きな流

れの中で生じたものと位置づけることができる。

  第4章では、アルヴァニド・サンジャクの行政区分について再検討を試みた。課税調査台帳は

TTIM台帳およぴMAD231台帳のいずれも「ヴィラーイェト」単位に記載されているが、TTIM

では「ナーヒイエト」と呼ばれる行政区もしくは地域単位にも言及されている。しかしながら、

これら2つの行政区もしくは地域単位についての理解は研究者によって異なり、また先行研究で

は、村落の帰属先への言及に基づき村落とその税収に関する情報の整理や分析が十分におこなわ

れてきたとは言い難い。そこでTTIMにおける行政区もしくは地域単位の記載と、15世紀の他の

地域を扱う課税調査台帳における行政区もしくは地域単位への言及など手がかりに、TTIMにお

けるヴィラーイェトとナーヒイェトのあり方について考察した。その結果、ヴィラーイェトは後

代の「軍管区」に準じる軍事行政単位であり、ナーヒイェトは村落の帰属する単位を示して使わ

れていたことが明らかとなった。そのため村落についての情報を整理、分析する際には、ナーヒ

イエトごとにおこなうべきであるとぃえよう。またスバシュの出自とイスラーム法官の知行の記

載から、この時期にはオスマン朝の地方支配体制を支える人材供給制度が確立していたことが窺

えるとともに、スバシュはサンジャク・ベイに従属する立場であることが確認された。

  第5章では、イナルジュクとムッタフチエバによるTTIMの共有知行の解釈について再検討し

た。共有知行とは複数の人物がひとつの知行を保持する形態の知行である。イナルジュクは共有

知行を2っに分類したが、その分析はもっぱら課税調査台帳作成時の記録部分における共有知行

の記載方法の相違に依拠したものであり、課税調査以前の情報から課税調査後の変更を記録した

「書き込み」の記録に至る、全期間の共有知行のあり方を検討したものでなぃことが、TTIMと

MAD231の共有知行を分析によって判明した。またムッタフチエバは同じ共有知行を保持する保

持者同士関係に血縁的繋がりがなぃことをTTIMに基づき指摘したが、本稿においてTTIMと

MAD231を検討したところ、実際には親類同士で知行を共有する事例はもちろん、アナトリアの

反乱地域から強制移住されて来た者同士が保持するなど、地縁的繋がりが見られる事例も多数含

まれていることが明らかになった。そのため知行とその保持者の分析の際には、保持者の出自、

任務、人間関係にいたるまでの様々な情報をそれぞれ関連づけて検討することが不可欠となる。

  以上、本論文においては、アルバニアの中部と南部で作成された15－16世紀の課税調査台帳の

綿密な分析に基づき、オスマン朝下の課税調査台帳そのものに対する理解や、知行とその保持者、

地方行政区分など、アルバニアにおけるオスマン朝支配体制とテイマール制の制度史研究に関し

て種々の新しい見解を提示した。
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15世紀オスマン朝治下のアルバニア

―課税調査（夕フリール）台帳の分析を中心に―

  本論文は、オスマン朝治下のアルバニアについて、15-16世紀の課税調査（夕フリール）台帳を

分 析 す る こ と に よ り 、 そ の 地 方 支 配 の 実 態 に 迫 ろ う と す る も の で あ る 。

  第1章では、オスマン朝のアルバニア支配を概観し、同朝の地方支配の根幹をなす「テイマー

ル制」とその際に行われた課税調査（夕フリール）について先行研究を整理し、さらに、調査時

に作成される台帳（夕フリー´レ・デフテリ）について、特に、現存する最古の調査台帳となるア

´レヴァニド・サンジャク（アルバニア軍管区）の調査台帳の史料的価値について論じた。第2章

では、これまで断片的で年代不明であるため注目されなかったニつの台帳(TT1078とMAD22755)

を扱い、これらの史料が本来は一体のものであり、アルバニア南部の「アヴロンヤ・サンジャク」

に関するべイレルベイリク簡易会計台帳の一部をそれぞれ構成することを明らかにした。また、

1520年作成の同地域の二種の課税調査台帳、すなわち簡易帳TT94および明細帳TT99と、これ

らの会計台帳とを比較検討し、その相互関係を論じることにより、調査時の台帳作成過程が具体

的に明らかにされた。第3章では、オスマン朝で作成された最古の課税調査台帳2点を取り上げ、

ア´レバニアにおける知行支給手続きの実態を解明した。第4章では、アルヴァニド・サンジャク

の行政区分に関し、調査台帳に現れる「ヴィラーイエト」と「ナーヒイエト」とぃう行政単位に

着目して再検討を試みた。第5章では、通常は一個人に授与されるべき知行を複数で共有すると

いう、15世紀のアルノヾニア地域で広くみられた「共有知行制」という特殊な知行形態に着目し、

その特殊性と存在意義について考察がなされた。また、A4版で166ページにおよぶ史料篇では、

未公刊であった課税調査台帳MAD231（首相府オスマン文書館所蔵）を現代トルコ語表記に校訂

し、人名、地名、役職・用語の索引を付している。

  本論文の第一の研究成果は、二つの断片的な台帳の記載内容が相互補完関係にあることを実証

し、「アヴロンヤ・サンジャク」に関するべイレルベイリク簡易会計台帳を発見したことにある。

一連のべイレルベイリク簡易会計台帳は、オスマン朝の地方支配を知る上での最重要史料として、

現在ト少コ共和国で刊行が進んでいるが、これまでア少バニア地域に関しては、その存在が全く

知られていなかった。本論文はこの欠落を埋める大きな発見をなしたと言える。また第二の成果

は、明細帳と簡易帳というニつのタイプの課税調査台帳の相互比較することにより、課税調査時
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の台帳作成において、明細帳から簡易帳が作られるとぃう通説の誤りを正したことである。本論

文では、調査時の草稿等をもとに、明細帳と簡易帳は別々に作られるとぃう作成過程が明らかに

されたが、アルバニア地域のみならず、オスマン支配下の他の地方にも敷衍する課税調査にかか

る史料群について、それらの情報の「質」が異なることを再定義した意義は大きぃ。第三の成果

は、15世紀のアルバニアを例に、知行の発給には地方行政官による推挙の文書とともに、君主か

らの勅許状が必要とされることを明らかにした点にある。また合わせて勅許状の発給者である君

主の称号が、15世紀の半ばを境に「ス少夕ーン」から「パーディシャー」に変化したことも明ら

かにされたが、これは、ビザンツ帝国を滅亡させてコンスタンティノープルを新たに首都とした

この時期のオスマン朝の支配体制と王権概念の変化を考える上で大きな示唆を与えるものである。

このように本論文は従来全く知られていなかった史料を発掘し、その正確な位置づけを行うこと

を通じて、オスマン朝の制度史研究上、いくっもの新たな知見をもたらした。史料篇における校

訂作業もまた、一冊の課税調査台帳を完全に校訂したという点で、国内で最初の業績と評価でき

る。

  本論文は、通説化していた先行研究の問題点を丁寧に洗い出し、それらに対して、一次史料を

精読することによりーっずつ反証を加え、新たな結論を導き出した点が高く評価される。一方で、

本論文はややもすると史料論および制度論に傾くきらいがあり、史料から明らかになった事実を

再構成してーつの歴史像を描くと言う点では若干の物足りなさがあったことも否めなぃ。しかし

ながら、一次史料にきわめて乏しぃ15世紀のオスマン朝史において、アルバニアとぃうーつの地

域に沈潜し、徹底的に文書館で史料を博捜することによって数々の知見をもたらした本論文は、

研究史上、一定の貢献をなしたと評価することができる。以上の審査結果から、本審査委員会は

本論文が博士（文学）の学位を授与されるにふさわしいものであるとの結論に達した。
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